
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

・体制不備の検証 

・監事及び監査法人との連携を強化 

・会計書類の財務情報に対するチェック 

 

最高管理責任者 

（学  長） 

統括管理責任者 

（教学担当理事） 

 

研 究 科 長 

学 部 長 

経営管理局長 

･状況報告 
･基本方針の策定 

･必要な措置 

【責任体制】 【調  査】 

調 査 委 員 会 

・最高管理責任者へ調査委

員会の構成等、その公正

性に係る場合、不正行為

が認定された場合などに

おいて不服申立を行うこ

とができる。この場合、再

調査の可否を調査委員会

に諮り決定 

      

       

学       

 

内 

 

外 

通報・相談の窓口 

＜総務課＞ 

・研究活動上の不正行

為に関する通報窓

口 

・統括管理責任者への

報告 

相 談 窓 口 

＜情報センター室＞ 

・競争的資金等の使用

に関するルール等に

ついて学内外からの

相談を受ける窓口 

【通報・相談窓口】 

通報 

 

通知 

 

回答 

 

相談 

 

不服申立、再調査 

＜問題発生時に随時設置＞ 

・通報、監査の指摘を受け 

事案の調査を開始 

連絡調整 

 

報告・指示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 不正防止計画の企画･立案 

 不正防止計画の実態把握、検証、改善策措置 

 研究倫理指針の浸透の方策の検討 

 教職員への教育・研修(研究倫理教育、コンプラ

イアンス教育、不正防止計画に基づくもの)の企

画・運営 

 学生への研究倫理教育の企画・運営 

【推進体制】 

防止計画推進委員会 

（所管：総務課） 

＜防止計画推進委員会構成員＞ 

委員長：副学長 

構成員：コンプライアンス推進責任者、 

研究者(若干名)、経営管理局次長、 

総務課長、秘書・広報室長、経理課長、 

情報センター室長 

 

要   請 

 実態の把握・検

証、進捗管理 

【監査体制】 

監査法人 

（新日本監査法）

人） 

監  事 

教職員 

（研究者･事務所管者） 

連携 

連携 相談 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ 

最高管理責任者の下、公的研究費等の管理運営状況について

包括的な監査を行い、最高管理責任者へ報告。 

内部監査室を法人に設置 

公的研究費等に係る学内外との連絡調整窓口につい

て、学内外に広く周知し、機関内外からの情報が適切に

伝達される体制を構築。 

■ 最高管理責任者 … 本学全体の研究費の管理運営・研究活動上の不正行為防

止に関し最終責任を負う。 

■ 統括管理責任者 … 最高管理責任者を補佐し、研究費の管理運営や研究活動

上の不正行為防止に関し本学全体を統括する実質的な権限と責任を有する。

研究倫理教育責任者。メンター(若手研究者等への指導・助言者)。 

■ コンプライアンス推進責任者 … 統括管理責任者の管理・指導の下、不正防

止のための当該部局の対策の実施、各種教育・研修の実施と受講状況の管理

監督、研究費の管理・執行のモニタリングとそれに基づく改善指導の責任を

有する。 

･状況報告 ･具体策の策定 

具体策の実施、受講管理・指導、 

モニタリング・改善指導、状況報告 

･必要な措置 

【人事〔処分(懲戒等)〕】 

理  事  会 

〔理 事 長〕 

報告･相談 

発令 

＜調査委員会の構成員＞ 

 統括管理責任者が指名。 

 委員には外部の有識者を含む。 

委員になる外部の有識者は、本学・通報者・

被通報者と直接の利害関係にないこと。 

 特定不正行為の場合、調査委員の半数以上

を外部の有識者とする。 

 不正行為防止に関する教育・研修の受講。 

 管理運営に関わる職員等の誓約書の提出。 

 研究データや記録の適正保管とそれらの開示。 

 調査への協力。不正行為の疑惑への説明責任。 

2007(H19)/11/01 制定 

2010(H22)/04/01 改正 

2015(Ｈ27)/04/01 改正 

2025(R7)/04/01 改正 


